
たかつき歴史アラカルト

外出するときの水分補給、どのようにしますか？〈問題〉Vol.8

“エコ” な選択はどちらでしょうか？
地球に家庭にやさしい取り組みを始めてみましょう。

A　自宅で作ったお茶や水
などをマイボトルに入
れて持ち歩く

B　自動販売機やコンビニ
などで購入したペット
ボトル飲料を持ち歩く

答え　A　自宅で作ったお茶や水などをマイボトルに入れて持ち歩く
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高槻城へ救援に来た明智光秀

年
８
月
28
日
、
惟
政
は
敵
対
し
て

い
た
池
田
勝
正
や
荒
木
村
重
、
中

川
清
秀
ら
の
軍
勢
と
の
白
井
河
原

の
戦
い
（
茨
木
市
郡
山
周
辺
）
で

敗
れ
、
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。

　
惟
政
の
息
子
の
惟
長
は
戦
い
の

後
、
高
槻
城
へ
退
き
ま
し
た
が
従

う
兵
は
少
な
く
、
高
槻
城
は
松
永

久
秀
な
ど
、
義
昭
と
敵
対
す
る
勢

力
か
ら
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
信
長
・
義
昭
勢
力

は
、
高
槻
城
の
救
援
に
光
秀
を
向

か
わ
せ
た
の
で
し
た
。
冒
頭
で
触

れ
た
言
継
の
日
記
に
は
、
光
秀
の

記
事
の
翌
日
に
、
義
昭
家
臣
の
一

色
藤
長
ら
が
摂
津
国
に
出
陣
し
た

と
あ
り
、
高
槻
城
救
援
の
一
環
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
光
秀
に
よ
る
高
槻
城
救
援
か
ら

は
、
戦
国
時
代
の
荒
波
に
さ
ら
さ

れ
る
高
槻
城
の
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

（
し
ろ
あ
と
歴
史
館
）

　
戦
国
時
代
の
有
名
な
人
物
と
高

槻
と
の
接
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。

今
回
は
明
智
光
秀
で
す
。

　
戦
国
時
代
の
公
家
、
山
科
言
継

（
と
き
つ
ぐ
）
の
日
記
に
は
、
元

亀
２
（
１
５
７
１
）
年
９
月
24
日

の
条
に
「
明
智
十
兵
衛
（
光
秀
）

が
摂
津
国
（
大
阪
府
北
部
な
ど
）

高
槻
へ
出
向
い
た
。
千
人
ば
か
り

率
い
て
い
る
そ
う
だ
」
と
あ
り
、

光
秀
が
高
槻
城
へ
軍
勢
を
率
い
て

向
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
高
槻
城
に
何
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
永
禄
11
（
１
５
６
８
）
年
、
織

田
信
長
は
足
利
義
昭
を
擁
立
し
て

上
洛
す
る
際
、
そ
れ
に
先
駆
け
て

三
好
氏
の
芥
川
山
城
を
攻
め
落
と

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
義
昭
は
室

町
幕
府
将
軍
に
就
任
し
、
家
臣
の

和
田
惟
政
が
芥
川
山
城
を
任
さ

れ
、
翌
年
惟
政
は
高
槻
城
に
本
拠

を
移
し
ま
し
た
。
し
か
し
元
亀
２

明智光秀の錦絵

増え続けるプラスチックごみは、ポイ捨てすると劣化などで小さくなり、水路や川を経て、
海へと流れ込みます。こうした海洋プラスチックごみは、年間800万トンとも言われ、これを
魚や鳥が飲み込むなどし、生態系に大きな影響を与えています。

プラスチックごみを減らすために、手軽に実践できる取り組みの一つがマイボトルの利用
で、下欄のメリットがあります。

●プラスチックごみの削減
　水筒やタンブラーなどのマイボトル
を使用することで、プラスチックごみ
の削減のほか、ごみ焼却時のCO2削減
にもつながる。

●飲み物代の節約
　マイボトルを持参すると、割引価格
で飲めるカフェやお水のサービスを提
供する店などもある。

●保温性が高いものも
　保温性の高い素材のマイボトルは、
時間がたっても冷たい飲み物は冷た
いまま、温かい飲み物は温かいまま飲
むことができる。

マイボトル利用のメリット

マイボトルでリデュース　私たちが環境のためにできること
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